
１

課

題

本
稿
の
課
題
は
、
さ
る
家
電
メ
ー
カ
ー
（
二
〇
〇
三
年
八
月
と
二
〇
〇
四

年
一
二
月
に
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
）
と
空
調
メ
ー
カ
ー
（
二
〇
〇
三
年

八
月
〜
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
に
か
け
て
聞
き
取
り
を
行
っ
た
）
に
お
け
る
、

現
行
の
人
事
・
賃
金
制
度
の
実
態
を
描
写
す
る
と
い
う
こ
と
に
過
ぎ
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
課
題
設
定
の
前
提
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
考
え
が
あ
る
こ
と

を
述
べ
て
お
き
た
い
。

賃
金
制
度
な
ら
び
に
そ
の
周
辺
制
度
が
、
広
い
意
味
に
お
け
る
労
使
関
係

│
│
企
業
組
織
に
お
け
る
、
常
識
的
な
意
味
で
の
労
働
者
の
存
在
形
態
│
│

を
写
し
出
し
て
い
る
こ
と
は
、
つ
と
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
意
味
に
お
け
る
労
使
関
係
の
、
と
り
わ
け
戦
後
に
お
け
る
い
く
つ

か
の
転
換
期
に
着
目
す
れ
ば
、
そ
こ
で
は
か
つ
て
の
秩
序
（
制
度
）
に
対
す

る
問
題
点
が
、
当
事
者
の
意
識
の
中
で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
を
示
し
て
い
た
か
ら
、
制
度
内
在
的
な
研
究
を
目
指
す
者
に
と
っ

て
、
そ
れ
は
好
個
の
素
材
と
な
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
を
も
う
少
し
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
戦
後
の
人
事
・
賃

金
制
度
の
歴
史
を
、
そ
の
時
々
に
用
い
ら
れ
た
改
革
の
標
語
に
よ
っ
て
時
期

（
１
）

区
分
を
行
っ
た
見
解
に
従
う
こ
と
に
し
よ
う
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、（
ア
）
一

九
五
〇
〜
六
〇
年
代
後
半
の
「
職
務
給
化
」、（
イ
）
一
九
六
五
〜
一
九
六
〇

年
代
の
「
能
力
主
義
化
」、
そ
し
て
、（
ウ
）
一
九
九
〇
〜
現
在
に
お
け
る

「
成
果
主
義
化
」、
と
い
う
三
つ
の
時
期
区
分
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
。
右
に

述
べ
た
こ
と
は
、（
ア
）、（
イ
）、（
ウ
）
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
転
換
点
に
お

い
て
、
当
事
者
が
も
つ
従
来
制
度
に
対
す
る
鐚
藤
と
新
た
な
制
度
に
向
け
た

展
望
を
聞
く
と
い
う
こ
と
、
と
り
わ
け
前
者
に
耳
を
傾
け
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
例
え
ば
、（
イ
）
の
始
ま
り
に
お
い
て
は
、
職
務
給
で
は
「
生
計
費

へ
の
配
慮
が
し
づ
ら
い
」
と
か
「
昇
進
昇
格
が
シ
ビ
ア
で
あ
る
」
と
か
「
異

動
・
配
転
が
難
し
い
」
と
か
「
実
際
の
仕
事
上
の
能
力
を
反
映
さ
せ
づ
ら

近
年
の
人
事
・
賃
金
制
度
改
革
（
上
）

│
│
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│
│
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い
」
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
が
聞
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
の

よ
う
な
状
況
に
立
ち
会
っ
た
当
事
者
は
、
従
来
制
度
の
不
具
合
に
つ
い
て
語

っ
て
く
れ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
リ
ア
リ
テ
ィ
と
い
う
の
は
、

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
こ
の
よ
う
な
言
説
に
宿
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
制

度
内
在
的
な
研
究
と
い
う
の
は
、
こ
の
よ
う
な
言
説
と
実
際
の
制
度
と
の
関

係
を
整
理
（
解
釈
）
し
て
記
述
す
る
こ
と
で
あ
る
。

本
稿
は
、
右
の
よ
う
な
研
究
の
た
め
の
準
備
作
業
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ

っ
て
、
人
事
・
賃
金
制
度
の
「
成
果
主
義
化
」
を
内
在
的
な
要
因
か
ら
説
き

起
こ
す
た
め
の
前
段
の
作
業
（
制
度
実
態
の
記
述
）
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の

特
徴
の
把
握
に
あ
た
っ
て
正
確
を
期
す
た
め
に
、
少
な
く
と
も
数
社
の
具
体

的
な
事
例
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
冒
頭
の
二
社
が
そ
の
一
部
で
あ
る
。

（
２
）

２

家
電
メ
ー
カ
ー
（
Ｙ
社
）
の
人
事
・
賃
金
制
度

２
―
１

賃
金
制
度

本
給
の
構
造

二
〇
〇
四
年
度
以
降
、
Ｙ
社
の
本
給
の
体
系
は
、「
仕
事
給
」
と
「
実
績

給
」
の
二
本
立
て
と
な
っ
た
。
本
給
に
占
め
る
比
率
は
、
平
均
で
そ
れ
ぞ
れ

三
割
、
七
割
程
度
で
あ
る
。
以
下
、
順
に
説
明
す
る
。

（
１
）「
仕
事
給
」

「
仕
事
給
」
は
、
図
表
１
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
資
格
別
定
額
制
で
あ

る
。
こ
こ
で
当
社
の
資
格
の
構
造
を
簡
単
に
説
明
し
て
お
く
と
、
ま
ず
Ｄ
２

は
、「
主
事
」
と
呼
称
さ
れ
る
管
理
職
の
一
歩
手
前
の
層
で
あ
る
。
組
合
員

で
は
あ
る
も
の
の
、
こ
の
任
命
権
は
会
社
の
専
権
事
項
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
Ｄ
１
の
「
担
任
」
も
同
様
で

あ
る
。
対
し
て
Ｇ
５
以
下
は
、
労

使
の
格
付
委
員
会
で
作
成
さ
れ
た

基
準
に
し
た
が
っ
て
格
付
さ
れ
る

層
で
あ
る
。
こ
の
層
は
、
基
本
的

に
は
職
務
変
更
、
あ
る
い
は
そ
の

質
の
変
化
に
応
じ
て
資
格
の
変
動

が
生
じ
る
。
│
│「
仕
事
給
」
の

説
明
は
、
さ
し
あ
た
り
こ
れ
で
尽

き
て
い
る
だ
ろ
う
。
と
も
か
く

「
仕
事
給
」
は
資
格
で
決
ま
る
こ

と
が
明
ら
か
な
わ
け
だ
が
、
さ
ら
に
、
詰
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
は
、

（
ア
）
各
資
格
に
位
置
付
け
ら
れ
る
具
体
的
用
件
と
は
何
か
、（
イ
）
昇
格
の

ル
ー
ル
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
の
二
点
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら

は
、
後
の
資
格
体
系
や
評
価
制
度
の
と
こ
ろ
で
説
明
す
る
の
が
相
応
し
い
。

（
２
）「
実
績
給
」

「
実
績
給
」
は
資
格
別
範
囲
給
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
資
格
内
昇
給
の
仕
組

み
を
も
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
Ｄ
２
と
Ｄ
１
・
Ｇ
５
以
下
と
で
は
、
そ
の
仕

組
み
が
異
な
る
。

ま
ず
後
者
か
ら
説
明
し
よ
う
。
図
表
２
の
左
側
か
ら
は
、
資
格
内
に
ゾ
ー

ン
が
そ
れ
ぞ
れ
四
つ
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ゾ
ー
ン
と
は
、
資

格
内
の
賃
率
の
幅
が
ほ
ぼ
四
等
分
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
ゾ
ー
ン
と
昇
給
額

と
の
関
係
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ゾ
ー
ン
２
と
３
の
中

図表 1 「仕事給」

金額

実額表示

〃

〃

〃

〃

〃

資格

D 2「主事」

D 1「担任」・G 5

G 4

G 3

G 2

G 1

近
年
の
人
事
・
賃
金
制
度
改
革
（
上
）
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間
、
例
え
ば
Ｇ
４
で
い
え
ば
、
二
〇
万
三
、
〇
〇
〇
円
が
、
Ｇ
４
の
標
準
的

賃
金
（
こ
こ
へ
収
斂
さ
せ
る
と
い
う
意
味
で
の
目
安
の
金
額
）
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
そ
れ
に
達
す
る
ま
で
は
相
応
の
昇
給
額
が
支
払
わ
れ
る
が
、
そ
れ

を
超
え
る
と
額
は
極
端
に
少
な
く
な
る
仕
組
み
で
あ
る
。
な
お
、
細
か
い
こ

と
で
あ
る
が
、
ゾ
ー
ン
を
ま
た
が
っ
て
昇
給
す
る
場
合
、
次
ゾ
ー
ン
の
下
限

値
を
上
回
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
調
整
に
よ
っ
て
減
額
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

次
ゾ
ー
ン
の
下
限
値
を
上
回
る
部
分
×（
次
ゾ
ー
ン
同
一
評
価
実
績
給
昇
給

額
／
適
用
ゾ
ー
ン
実
績
給
昇
給
額
）

昇
給
額
は
、
む
ろ
ん
ゾ
ー
ン
だ
け
で
は
な
く
、
過
去
一
年
間
の
実
績
評
価

に
も
と
づ
い
て
も
決
定
さ
れ
る
。
図
表
２
の
右
側
に
は
「
基
準
〜
標
準
〜
最

高
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
七
〜
八
段
階
の
評
価
記
号
が
設
定

さ
れ
て
い
る
。
評
価
は
、
直
属
の
上
司
・
部
下
間
で
は
絶
対
評
価
だ
が
、
最

（
３
）

終
的
に
は
そ
の
部
署
の
所
属
す
る
「
社
内
分
社
・
本
部
」
単
位
で
、
分
布
基

準
に
も
と
づ
き
調
整
さ
れ
る
。
な
お
、
上
司
・
部
下
間
の
絶
対
評
価
に
つ
い

て
は
、
そ
の
手
続
き
や
手
法
な
ど
が
や
や
込
み
入
っ
て
い
る
の
で
、
後
述
す

る
こ
と
に
し
た
い
。

こ
の
階
層
の
「
実
績
給
」
に
は
、
ま
だ
定
昇
と
い
う
概
念
が
残
っ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
と
は
い
え
定
昇
を
支

え
る
の
は
、
か
つ
て
の
よ
う
な
年
齢
で
は
な
く
、
習
熟
と
い
う
考
え
方
で
あ

る
。
習
熟
と
い
っ
て
も
、
習
熟
そ
の
も
の
を
精
査
す
る
ツ
ー
ル
が
用
意
さ
れ

て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
経
験
を
積
む
に
し
た
が
っ
て
習
熟
度
が
上
昇
し
や

が
て
頭
打
ち
を
迎
え
る
も
の
、
と
い
う
く
ら
い
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
昇
給
原
資
が
制
度
的
に
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
留
意
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。
実
際
、
図
表
２
中
の
あ
る
金
額
ポ
イ
ン
ト
が
、
Ｄ
１
・
Ｇ
５
以
下
の

平
均
昇
給
原
資
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
従
来
と
ほ
ぼ
同
じ
水

（
４
）

準
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

前
者
Ｄ
２
の
「
実
績
給
」
は
、
Ｄ
１
・
Ｇ
５
以
下
の
昇
給
額
積
み
上
げ
方

式
と
は
異
な
り
、
グ
レ
ー
ド
（
号
数
）
管
理
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
図

表
３
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
一
〜
八
五
の
グ
レ
ー
ド
が
設
定
さ
れ
、
各
グ
レ

ー
ド
に
は
昇
給
額
で
は
な
く
、
二
、
三
千
円
程
度
の
ピ
ッ
チ
の
実
額
が
表
示

さ
れ
る
様
式
で
あ
る
。
そ
し
て
Ｄ
２
格
付
者
は
、
各
々
の
ゾ
ー
ン
（
四
つ
）

と
実
績
評
価
（「
基
準
〜
標
準
〜
最
高
」）
か
ら
求
め
ら
れ
る
「
改
定
グ
レ
ー

ド
数
」
に
し
た
が
い
、
こ
の
長
い
グ
レ
ー
ド
を
毎
年
移
動
す
る
仕
組
み
で
あ

（
５
）

る
。
な
お
、
四
つ
の
ゾ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
Ｄ
１
・
Ｇ
５
以
下
の
仕
組
み

と
同
様
、
そ
れ
が
高
ま
る
ほ
ど
昇
給
ピ
ッ
チ
（
改
定
グ
レ
ー
ド
数
）
が
小
さ

く
な
っ
て
い
る
。
評
価
段
階
や
そ
の
分
布
に
つ
い
て
も
、
Ｄ
１
・
Ｇ
５
以
下

と
同
様
で
あ
る
。

右
の
よ
う
な
Ｄ
２
の
「
実
績
給
」
は
、
従
来
（
二
〇
〇
一
年
〜
〇
三
年
）、

Ｄ
１
・
Ｇ
５
以
下
と
同
じ
積
み
上
げ
方
式
で
あ
っ
た
も
の
が
、
二
〇
〇
四
年

の
制
度
改
革
で
改
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
は
、
昇
給
が
か
な
り

メ
リ
ハ
リ
の
効
い
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
第
一
に
賃
率
幅
が
大

き
い
。
す
な
わ
ち
、
仮
に
二
、
五
〇
〇
（
円
）×
八
四
（
グ
レ
ー
ド
）
と
し

て
も
二
〇
万
円
以
上
に
な
る
│
│
こ
れ
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
従
来
資
格
の

「
主
事
」
と
「
主
任
」
が
大
括
り
さ
れ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
第
二
に
、
本

給
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
相
当
程
度
の
減
給
が
発
生
す
る
仕
組
み
に
な

―１４９―
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っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
特
徴
か
ら
、
こ
の
階
層
の

「
実
績
給
」
に
は
も
は
や
定
昇
と
い
う
概
念
は
存

在
せ
ず
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
時
の
配
布
資
料
に
な
ら

っ
て
い
え
ば
、「
仕
事
・
成
果
の
レ
ベ
ル
と
賃
金

・
賞
与
の
絶
対
額
水
準
の
対
応
」
が
、
そ
こ
で
か

つ
て
な
い
ほ
ど
徹
底
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
考
え
て

よ
い
。

最
後
に
、
頭
打
ち
の
設
定
に
と
も
な
い
不
可
避

的
に
生
じ
て
く
る
事
態
、
つ
ま
り
超
過
部
分
の
調

整
ル
ー
ル
に
つ
い
て
補
足
し
て
お
き
た
い
。
超
過

部
分
と
は
、
Ｄ
１
・
Ｇ
５
以
下
で
い
え
ば
ゾ
ー
ン

４
の
上
限
値
を
超
え
る
（
あ
る
い
は
二
〇
〇
四
年

の
制
度
移
行
時
に
す
で
に
超
え
て
い
た
）
場
合
、

Ｄ
２
で
い
え
ば
八
六
グ
レ
ー
ド
以
上
の
金
額
に
な

る
（
な
っ
て
い
た
）
場
合
に
生
ず
る
。
二
〇
〇
一

〜
〇
三
年
ま
で
は
、
超
過
部
分
は
「
実
績
給
蠡
」

と
い
う
別
体
系
の
調
整
給
で
支
払
わ
れ
る
仕
組
み

（
６
）

で
あ
っ
た
。
今
回
そ
れ
が
廃
止
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
「
実
績
給
」
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
Ｄ
１
・
Ｇ
５
以
下
に
つ
い
て
は
、
超
過
部
分

は
据
え
置
き
で
調
整
な
し
、
Ｄ
２
に
つ
い
て
は
、

図
表
３
で
は
省
略
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
実
際
に

は
八
六
グ
レ
ー
ド
以
上
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
そ

図表 2 D 1・G 5～G 1の「実績給」（単位：円）

実績給改定額（昇給額）
最高
▲
▲
◎
◎
▲
▲
◎
◎
▲
▲
●
◎
△
▲
●
●

△
△
▲
●

（出所）Y 社労組機関紙、2004年 1月 28日号。
（注）実額表示部分は、1,000円未満を四捨五入。◎＝1万円以上。●＝5,000円以上 1

万円未満、▲＝1,000円以上 5,000円未満、△＝1,000円未満。
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～◎～
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～△～
～●～
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～△～
～●～
～●～
0～
～△～
～▲～
～●～

標準
0

△
●
◎
0

△
●
●
0

△
●
●
0

△
▲
●

～・～
0

0

～▲～
～●～
0

0

～▲～
～▲～
0

0

～▲～
～▲～
0

0

～▲～
～▲～

基準
0

0

▲
▲
0

0

▲
▲
0

0

△
▲
0

0

△
▲

ゾ ー ン

～282,000以下
～
～

118,000以上～
～245,000以下

203,000以上～
～20,3000未満

103,000以上～
～225,000以下
～
～

87,000以上～
～189,000以下
～
～

76,000以上～
～161,000以下
～
～

59,000以上～
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����������������������������������������������������������������������������

れ
に
し
た
が
っ
て
改
定
グ
レ
ー
ド
数
が
決
ま

る
仕
組
に
な
っ
て
い
る
。

賞
与以

下
で
は
、
賞
与
原
資
決
定
の
算
式
と
そ

の
個
人
配
分
の
仕
組
み
を
紹
介
す
る
。
前
者

に
業
績
連
動
と
い
う
考
え
方
が
適
用
さ
れ
た

の
は
二
〇
〇
一
年
の
こ
と
で
あ
り
、
二
〇
〇

四
年
の
改
定
で
も
そ
れ
は
変
わ
っ
て
い
な

い
。
数
式
が
若
干
変
え
ら
れ
た
程
度
で
あ
る

（
７
）

と
い
う
。
対
し
て
後
者
は
、
そ
の
様
式
が
大

幅
に
変
更
さ
れ
、
個
々
人
の
成
績
格
差
が
よ

り
ダ
イ
レ
ク
ト
に
反
映
さ
れ
る
仕
組
み
に
な

っ
た
。
な
お
、
こ
こ
で
詳
述
す
る
余
裕
は
な

い
が
、
当
社
は
二
〇
〇
三
年
一
月
に
組
織
体

制
が
大
幅
に
変
更
さ
れ
た
。
そ
れ
に
と
も
な

い
、
先
述
の
「
社
内
分
社
・
本
部
」
ご
と
の

原
資
決
定
・
個
人
配
分
の
仕
組
み
が
二
〇
〇

五
年
三
月
ま
で
に
構
築
さ
れ
る
見
通
し
で
、

こ
こ
に
紹
介
す
る
仕
組
み
は
、
い
わ
ば
そ
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
的
な
意
味
合
い
を
も
つ
も
の

で
あ
る
。

図表 3 D 2の「実績給」

改定グレード数
～最高
0

0

1

＋1～＋2
＋1～＋3

＋12～＋14
＋12～＋14
＋12～＋14
＋12～＋14

（出所）Y 社労組機関紙、2004年 1月 28日号。

～
－3～－2
－2～－1
－2～－1
－2～－1
－2～－1

＋9～＋10
＋9～＋10
＋9～＋10
＋9～＋10

～標準
－5～－4
－4～－3
－4～－3
－4～－3
－4～－3

＋5～＋6
＋5～＋6
＋5～＋6
＋5～＋6

基準～
－6

－6～－5
－6～－5
－6～－5
－6～－5

＋2～＋3
＋2～＋3
＋2～＋3
＋2～＋3

実績給額
（単位：円）

実額表示
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

167,000

実績給
グレード

86～
85

84

83

82

66

65

64

63

62

61

60

25

24

23

22

21

20

19

4

3

2

1

ゾーン

ゾーン 4

ゾーン 3

ゾーン 2

ゾーン 1
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（
１
）
賞
与
原
資
決
定
の
算
式

二
〇
〇
四
年
度
に
適
用
さ
れ
た
算
式
は
次
の
と
お
り
。

（
ａ
）
基
準
内
賃
金
連
動
賞
与

＋
（
ｂ
）
全
社
業
績
連
動
賞
与

＋
（
ｃ
）
グ
ロ
ー
バ
ル
連
結
業
績
連
動
賞
与

＋
（
ｄ
）
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

（
ａ
）
基
準
内
賃
金
連
動
賞
与
原
資
は
、
三
月
末
平
均
基
準
内
賃
金
×
四
・

〇
ヶ
月
×
三
月
末
組
合
員
（
正
社
員
）
数
で
決
ま
る
。

（
ｂ
）
全
社
業
績
連
動
賞
与
原
資
は
、（
前
年
度
全
社
営
業
利
益
＋
前
年
度
全

社
業
績
賞
与
原
資
）×
定
率
で
決
ま
る
。
い
く
つ
か
用
語
の
確
認
を
し
て

お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
ま
ず
全
社
と
は
、
本
社
、
Ｍ
Ｃ

（
株
）、
Ｄ
Ｂ
（
株
）、
Ｄ
Ｋ
（
株
）、
Ｓ
Ｊ
（
株
）、
Ｙ
Ｓ
（
株
）、（
株
）

Ｔ
Ｒ
、
Ｒ
研
究
所
の
八
つ
の
事
業
体
を
指
す
。
第
二
に
、
念
の
た
め
営
業

利
益
に
つ
い
て
補
足
し
て
お
け
ば
、
そ
れ
は
業
績
連
動
賞
与
支
払
い
後
の

営
業
利
益
で
あ
る
。
第
三
に
、
前
年
度
全
社
業
績
賞
与
原
資
と
は
、
い
う

ま
で
も
な
く
右
の
算
式
で
求
め
ら
れ
た
二
〇
〇
三
年
度
全
社
業
績
賞
与
原

資
で
あ
る
。
第
四
に
、
定
率
と
は
過
去
一
〇
年
間
に
お
け
る
営
業
利
益
と

実
際
に
支
払
わ
れ
た
賞
与
原
資
と
の
関
係
な
ど
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
れ
は
、
ト
ー
タ
ル
の
賞
与
原
資
が
従
来
並
み
の
例
え

ば
五
・
〇
ヶ
月
に
達
す
る
に
は
、
ど
の
く
ら
い
の
業
績
を
出
し
て
お
か
ね

ば
な
ら
な
い
か
、
と
い
う
発
想
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
こ
の
場
合
に
は
、

標
準
的
な
業
績
に
対
し
て
一
・
〇
ヶ
月
分
の
原
資
が
発
生
す
る
よ
う
な
率

が
設
定
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
最
後
に
、
括
弧
で
括
ら
れ
た
部
分
（
前
年

度
全
社
営
業
利
益
と
前
年
度
全
社
業
績
賞
与
原
資
の
和
）
の
考
え
方
を
簡

単
に
説
明
し
て
お
く
。
こ
の
項
目
は
業
績
に
連
動
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、
営
業
利
益
が
算
式
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
対
し
て
疑
問
を
さ
し
は
さ
む

余
地
は
な
い
（
な
ぜ
経
常
利
益
で
は
な
い
の
か
と
い
う
問
い
は
あ
り
う
る

が
）。
し
か
し
問
題
は
、
後
者
の
業
績
賞
与
原
資
が
営
業
利
益
に
加
算
さ

れ
る
理
由
で
あ
る
。
明
確
な
説
明
は
受
け
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
に
は
次
の

よ
う
な
理
由
が
推
測
出
来
る
。
す
な
わ
ち
、
業
績
を
前
年
度
の
営
業
利
益

だ
け
に
す
る
と
、
毎
年
の
賞
与
原
資
の
変
動
が
大
き
く
な
っ
て
し
ま
う
。

そ
の
変
動
を
緩
和
さ
せ
る
た
め
に
、
前
年
度
の
業
績
連
動
賞
与
原
資
が
加

算
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
な
ぜ
変
動
緩
和
の
機
能
を
果
た
す

か
に
つ
い
て
は
、
次
の
式
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
歴
年
の
営
業
利
益
が

算
式
の
う
ち
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

前
年
度
業
績
賞
与
原
資＝

（
前
〃
年
度
全
社
営
業
利
益
＋
前
〃
年
度
全

社
業
績
賞
与
原
資
）×
定
率

（
ｃ
）
グ
ロ
ー
バ
ル
連
結
業
績
連
動
賞
与
原
資
は
、
前
年
度
連
結
営
業
利
益

×
定
率
で
決
ま
る
。
連
結
対
象
企
業
は
、
今
の
と
こ
ろ
把
握
出
来
て
い
な

い
。
定
率
の
考
え
方
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。「
二
〇
〇
三
年
度
決
算
を

踏
ま
え
、
過
去
五
年
間
の
連
結
営
業
利
益
お
よ
び
全
社
営
業
利
益
の
推
移

な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
決
定
す
る
」（
Ｙ
社
労
組
機
関
紙
、
二
〇
〇

四
年
一
月
二
八
日
号
）。
た
だ
し
、
賞
与
原
資
に
占
め
る
こ
の
項
目
の
比

重
は
、
今
の
と
こ
ろ
き
わ
め
て
小
さ
い
。

（
ｄ
）
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
原
資
は
、
三
万
円
×
各�

「
社�

内�

分�

社�

・
本�

部�

」
組

合
員
（
正
社
員
）
数
で
決
ま
る
。
留
意
す
べ
き
は
、
こ
の
項
目
の
原
資
が
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右
の
三
つ
か
ら
独
立
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、（
ａ
）、

（
ｂ
）、（
ｃ
）
の
原
資
は
集
約
さ
れ
て
、
次
に
述
べ
る
よ
う
な
全
社
共
通

の
配
分
ル
ー
ル
に
し
た
が
う
の
に
対
し
、
こ
の
原
資
の
配
分
は
「
社
内
分

社
・
本
部
」
独
自
の
ル
ー
ル
に
も
と
づ
い
て
行
わ
れ
る
。
付
言
し
て
お
け

ば
、
こ
の
項
目
は
二
〇
〇
四
年
度
の
み
の
適
用
で
あ
る
と
い
う
。
次
年
度

よ
り
各
「
社
内
分
社
・
本
部
」
が
原
資
決
定
を
行
う
体
制
へ
と
移
行
す
る

に
と
も
な
い
、
基
本
的
に
は
廃
止
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。

（
２
）
個
人
配
分
の
仕
組
み

二
〇
〇
四
年
度
に
適
用
さ
れ
た
個
人
配
分
の
仕
組
み
は
、
全
組
合
員
共
通

に
、
本
給
×
二
・
〇
ヶ
月
＋
資
格
別
評
価
別
の
査
定
額
（
夏
・
冬
の
年
二

回
）
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
次
年
度
か
ら
資
格
階
層
別
（
Ｄ
１
・
Ｇ
５

以
下
と
Ｄ
２
）
の
二
本
立
て
に
な
る
予
定
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
、
本
給

連
動
部
分
が
圧
縮
・
撤
廃
さ
れ
、
評
価
別
査
定
額
の
比
重
が
増
し
た
も
の
に

な
る
。
具
体
的
に
は
次
の
と
お
り
。

Ｄ
１
・
Ｇ
５
以
下

本
給
×
一
・
二
ヶ
月

＋

資
格
別
評
価
別
査
定
額

Ｄ
２

（
８
）

本
給
リ
ン
ク
廃
止

＋

評
価
別
査
定
額

Ｄ
１
・
Ｇ
５
以
下
で
は
本
給
リ
ン
ク
分
が
一
・
二
ヶ
月
に
ま
で
圧
縮
、
Ｄ

２
に
い
た
っ
て
は
廃
止
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
成
績
評
価
が
よ
り
ダ
イ

レ
ク
ト
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
理
論
的
に
は
、
同
一
資
格
内
に

お
い
て
、
前
者
で
金
額
格
差
が
従
来
の
二
倍
程
度
、
後
者
で
従
来
の
三
倍
程

度
に
な
る
と
い
う
。
刺
激
の
強
さ
と
い
う
点
で
い
え
ば
、
こ
れ
が
今
回
の
改

訂
で
最
も
大
き
な
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
個
人
の
毎
年
の
変
動
幅
に
つ
い

て
は
規
制
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
評
価
に
よ
っ
て
支
給
額
が
減
額
さ
れ
る
場

合
、
そ
れ
は
年
収
の
一
〇
％
以
内
を
限
度
と
す
る
こ
と
が
労
使
で
確
認
さ
れ

て
い
る
と
い
う
。

２
―
２

資
格
制
度

資
格
体
系
の
大
括
り
化

当
社
の
資
格
体
系
（
特
称
制
度
）
は
、
一
九
七
九
〜
二
〇
〇
三
年
ま
で
二

五
年
間
固
定
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
近
年
の
様
々
な
経
営
上
の
要
請
に
対

応
す
る
た
め
、
ま
た
二
〇
〇
一
年
の
組
織
体
制
の
フ
ラ
ッ
ト
化
に
も
影
響
を

（
９
）

受
け
て
、
そ
れ
は
大
括
り
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
以
下
で
は
、
組
織
体

制
の
フ
ラ
ッ
ト
化
と
資
格
の
大
括
り
化
と
の
関
連
に
着
目
す
る
と
い
う
視
点

か
ら
、
当
社
の
フ
ラ
ッ
ト
化
の
進
展
を
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

図
表
４
に
お
け
る
変
化
前
の
図
で
は
、
班
長
〜
事
業
部
長
ま
で
の
職
制
に

加
え
て
、
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い

る
。
後
二
者
は
、
二
〇
〇
一
年
の
「
フ
ラ
ッ
ト
＆
ウ
ェ
ブ
型
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
」
と
呼
ば
れ
る
組
織
体
制
へ
の
移
行
に
と
も
な
い
導
入
さ
れ
た
ラ
イ
ン
の

長
で
あ
る
。
当
時
は
ま
だ
部
課
制
と
並
存
し
て
い
が
、
次
第
に
部
、
課
と
の

置
き
換
え
が
進
ん
だ
結
果
、
現
在
で
は
、
昔
風
の
「
肩
書
き
」
を
必
要
と
す

る
ご
く
わ
ず
か
の
部
門
を
除
き
、
グ
ル
ー
プ
制
が
浸
透
し
て
い
る
と
い
う
。

な
お
変
化
前
と
変
化
後
と
で
は
、
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
任
命
さ
れ
る

資
格
の
範
囲
が
狭
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
運
用
実
態
が
そ
の
よ
う
に
変
わ
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仕事 
グループ 
 

特称 

理事 

副理事 

参事 

副参事 

H3主事 

H2主任 

H1担任 G5 

G4 

G3 

G2 

G1

管理監督職 

グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー 

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー 

事
業
場
長 部

長 

課
長 

係
長 

班
長 

仕事 
グループ 
 

特称 

理事 

上席 
理事 

参事 

D2主事 

D1担任 G5 

G4 

G3 

G2 

G1

管理監督職 

事
業
場
長 

グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー 

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー 

班
長 

（２００４年以降） 
 

（１９８６～２００３年まで） 
 

っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
│
│「
少
な
く
と
も
Ｇ
Ｍ

（
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
を
張
る
人
に
は
こ
こ
（
参
事
）

ま
で
の
処
遇
を
さ
れ
な
く
て
は
」
と
い
う
見
方
が
当
社
で
広

ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
い
う
と
、
資
格
と
職
制

と
の
連
動
が
き
わ
め
て
柔
軟
に
運
用
さ
れ
て
い
る
か
の
印
象

を
も
た
ら
す
か
も
知
れ
な
い
が
、
実
際
は
、
事
業
場
長
（
Ｂ

Ｕ
長
）＝

か
つ
て
の
事
業
場
長
、
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

＝

か
つ
て
の
部
長
、
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー＝

か
つ
て
の
課
長
、

と
い
う
の
が
ど
う
や
ら
基
本
形
で
あ
る
ら
し
い
。

右
の
よ
う
な
フ
ラ
ッ
ト
化
の
影
響
を
受
け
て
、
二
〇
〇
四

年
度
か
ら
大
括
り
化
さ
れ
た
資
格
体
系
が
適
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
図
表
４
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
管
理
職
層
で
は

理
事
と
副
理
事
が
理
事
に
、
そ
し
て
参
事
と
副
参
事
が
参
事

に
ま
と
め
ら
れ
た
。
組
合
員
層
に
つ
い
て
は
、
準
管
理
職
層

の
主
事
と
主
任
が
主
事
に
ま
と
め
ら
れ
、
一
般
職
層
の
Ｇ
５

以
下
は
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。

各
資
格
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
要
件

格
付
要
件
の
説
明
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
現
在
の
調
査
段

階
で
は
次
の
二
つ
の
制
約
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
お

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
第
一
に
、
依
拠
す
る
資
料
は
、
主

と
し
て
一
九
八
六
年
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。
第
二
に
、
管
理

職
層
の
格
付
要
件
は
把
握
出
来
て
い
な
い
こ
と
。
│
│
説
明

可
能
な
格
付
要
件
は
、
八
六
年
当
時
の
Ｇ
１
〜
Ｇ
５
、
と
い

図表 4 資格体系の大括り化と部課制の廃止
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う
こ
と
で
あ
る
。

（
１
）「
仕
事
グ
ル
ー
プ
」
の
特
徴

と
こ
ろ
で
図
表
４
で
は
、
資
格
体
系
と
し
て
「
仕
事
グ
ル
ー
プ
」
と
「
特

称
」
と
が
併
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
各
資
格
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
要
件
（
以

下
、
格
付
要
件
）
を
説
明
す
る
前
に
、
そ
の
違
い
明
ら
か
に
し
て
お
い
た
ほ

う
が
よ
い
だ
ろ
う
。
前
者
の
「
仕
事
グ
ル
ー
プ
」
は
、
一
般
の
組
合
員
に
対

す
る
資
格
を
指
し
て
お
り
、
Ｇ
１
〜
Ｇ
５
ま
で
あ
る
。
ま
た
、
組
合
員
の
準

管
理
職
層
に
つ
い
て
も
、
一
応
「
仕
事
グ
ル
ー
プ
」
に
よ
る
呼
称
が
設
け
ら

れ
て
い
る
（
Ｈ
１
〜
Ｈ
３
、
Ｄ
１
・
Ｄ
２
）。
先
の
賃
金
制
度
の
説
明
に
お

い
て
は
、
こ
の
「
仕
事
グ
ル
ー
プ
」
の
こ
と
を
資
格
と
呼
ん
で
い
た
わ
け
で

あ
る
。

後
者
の
「
特
称
」
と
は
、
会
社
が
そ
の
任
命
権
を
保
持
す
る
資
格
で
あ

る
。
つ
ま
り
管
理
職
層
の
社
員
、
な
ら
び
に
組
合
員
で
あ
っ
て
も
職
制
に
つ

（
�
）

い
て
い
る
社
員
に
対
し
て
与
え
ら
れ
る
資
格
で
あ
る
。

こ
れ
に
か
か
わ
っ
て
留
意
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、「
特
称
」

と
は
異
な
り
、「
仕
事
グ
ル
ー
プ
」
は
労
使
に
よ
る
共
同
決
定
、
共
同
運
用

と
い
う
慣
行
に
根
差
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
労
使
同
数

か
ら
な
る
中
央
格
付
委
員
会
（
本
部
―
本
社
）、
事
業
所
格
付
委
員
会
（
支

部
―
事
業
所
）
に
お
い
て
、「
仕
事
グ
ル
ー
プ
」
の
設
定
、
格
付
の
認
定
、

格
付
に
か
ん
す
る
苦
情
処
理
、
等
々
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し

た
慣
行
は
、
一
九
六
六
年
に
い
わ
ゆ
る
「
仕
事
別
賃
金
」
が
導
入
さ
れ
て
以

来
、
現
在
に
至
る
ま
で
続
い
て
い
る
。

さ
ら
に
留
意
す
べ
き
点
は
、
職
能
資
格
と
は
異
な
り
、
そ
れ
は
社
内
の
職

務
序
列
を
表
現
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
職
能
資
格
が
職

務
遂
行
能
力
と
賃
率
（
正
確
に
は
賃
上
げ
配
分
）
と
を
媒
介
す
る
機
能
を
も

つ
に
対
し
、「
仕
事
グ
ル
ー
プ
」
は
職
務
特
性
と
賃
率
（
〃
）
を
媒
介
す
る

（
�
）

機
能
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
い
う
と
、「
仕
事
グ
ル
ー
プ
」
と

（
職
務
給
の
た
め
の
）
職
務
等
級
と
の
違
い
は
何
か
、
と
い
う
疑
問
が
生
じ

て
く
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
検
討
は
こ
こ
で
の
課
題
か
ら
大
き
く
外
れ
て
し

ま
う
の
で
、
両
者
の
設
計
の
さ
れ
方
か
ら
判
断
し
う
る
性
状
の
差
異
が
あ

（
�
）

る
、
と
い
う
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

（
２
）「
仕
事
グ
ル
ー
プ
」
の
定
義

八
六
年
に
出
版
さ
れ
た
Ｙ
社
労
働
組
合
編
『
Ｙ
社
の
新
仕
事
別
賃
金
』
に

即
し
て
、
各
「
仕
事
グ
ル
ー
プ
」
の
定
義
の
実
際
を
少
し
詳
し
く
検
討
し
て

み
た
い
。
こ
こ
で
対
象
と
な
る
「
仕
事
グ
ル
ー
プ
」
体
系
を
図
表
５
と
し
て

再
掲
し
て
お
く
。

「
仕
事
グ
ル
ー
プ
」
体
系
は
、
上
述
の
よ
う
に
職
務
序
列
を
表
現
し
て
い

る
の
で
あ
る
か
ら
、
ど
の
職
務
が
ど
こ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の

か
、
を
示
す
基
準
が
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
次
に
示
す
三
つ
の
表

は
、
そ
の
全
貌
の
要
約
で
あ
る
。

図
表
６
に
は
、「
仕
事
グ
ル
ー

プ
」
内
の
昇
進
階
梯
（
Ｇ
、
Ｈ
）

ご
と
の
職
掌
区
分
な
ら
び
に
職
種

区
分
（
製
造
組
立
系
、
製
造
機
械

運
転
系
…
）
が
示
さ
れ
て
い
る
。

図表 5 組合員の格付体系

特称
主事
主任
担任

仕事グループ
H 3

H 2

H 1G 5

G 3

G 4

G 2

G 1
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こ
こ
で
は
技
能
職
と
事
務
技
術
職
の
二
つ
の
職
掌
が
ひ
と
つ
に
括
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
、
さ
し
あ
た
り
関
心
を
引
く
│
│
八
五
年
以
前
は
別
体
系
で
あ
っ

た
。
前
掲
書
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
、「（
技
能
職
が
―
筆
者
）
Ｍ
Ｅ
、
Ｏ
Ａ
の

導
入
に
伴
い
、
従
来
の
知
識
、
習
熟
、
肉
体
的
負
荷
、
精
神
的
負
荷
を
要
す

る
仕
事
内
容
か
ら
、
知
識
、
技
能
（
技
術
）
を
中
心
と
す
る
仕
事
内
容
に
変

化
し
て
き
て
」
お
り
、
さ
ら
に
「
技
能
職
と
事
務
・
技
術
職
の
中
間
的
な
仕

事
が
増
大
し
て
き
て
い
る
」（pp.

107

）
か
ら
で
あ
っ
た
。

図
表
７
に
は
技
能
職
の
格
付
基
準
が
示
さ
れ
て
い
る
。
注
（
１１
）
で
も
触

れ
て
お
い
た
こ
と
だ
が
、
八
六
年
か
ら
、
技
能
職
に
お
い
て
も
分
類
法
に
よ

る
基
準
が
設
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
必
要
と
さ
れ
る
「
技
能
」
と
「
知

識
」
の
程
度
と
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
表
現
す
る
こ
と
が
、
こ
の
分
類
基
準
の
骨
子

（
�
）

で
あ
り
、
図
表
７
上
辺
の
「
定
義
」
は
そ
れ
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。

「
定
義
」
を
職
種
の
型
ご
と
に
展
開
し
た
の
が
、
そ
の
下
の
「
職
種
別
細

部
基
準
」
で
あ
る
。
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
職
種
内
職
務
の
分
類
基
準
に
し
て

は
、
職
務
そ
の
も
の
が
き
わ
め
て
抽
象
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ

は
む
し
ろ
職
務
遂
行
能
力
を
段
階
的
に
表
現
し
た
も
の
だ
、
と
い
う
こ
と
も

可
能
で
あ
る
。

参
考
ま
で
に
、
事
務
・
技
術
職
の
格
付
基
準
を
図
表
８
に
示
し
て
お
く
。

「
定
義
」
に
つ
い
て
は
、
技
術
職
と
同
質
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
下
は
「
職

務
具
体
例
」
と
な
っ
て
い
る
。
技
能
職
の
よ
う
な
職
種
ご
と
の
細
則
を
書
く

こ
と
が
出
来
て
い
な
い
の
は
、
お
そ
ら
く
生
産
技
術
体
系
に
捕
捉
さ
れ
な
い

ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
業
務
の
多
様
性
、
柔
軟
性
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

図表 6 職掌分類基準

定 義
業務知識技能またはある程度の専門知識技能を基礎
に行う、組立・機械運転整備・部品機械加工仕上げ
・試作等の直接的業務、またはこれらに密接に関連
した品質管理・生産管理・物品入出庫管理等の製造
管理的業務。

主として管理・販売・技術・システム等の分野にお
いて、社会科学・自然科学的知識または、これと関
連した業務知識に基づいてなされる、企画・調査・
研究・折衝等の事務的・技術的業務。

保安業務、乗用車運転業務。
一部門の長として、その部門の業務を統括するとともに、上長の補佐
ならびに部下の指導・育成を行う業務。また一定の範囲の直接生産作
業およびその補助業務について上長の方針をうけて部下を指導・監督
してその遂行にあたる業務。
原則として単独で、社会横断的に認定される専門知識、技能等を発揮
してなされる専門的業務。
原則として単独で、社内外で習得した知識、経験、ノウハウ等を発揮
してなされる専任的業務。

（出所）Y 社労働組合編『Y 社の新仕事別賃金』1986年、105頁。

製 造 組 立 系
製造機械運転系
製 造 技 能 系
製 造 管 理 系
管 理 系
販 売 系
技 術 系
シ ス テ ム 系

記号

G

H

職掌区分

技 能 職

事務技術職

特 務 職

管理監督職

専 門 職

専 任 職
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図表 7 技能職の格付総括定義と職種別細部基準

G 5

担当する業務およびそ
の関連の高度な専門知
識・技能および自己の
相当の実務経験に基づ
き、単独または下級者
を指導しながら遂行す
る複雑かつ困難な業
務。
品質上あるいは生産進
行上のかなり重大なト
ラブル発生時にも、社
内外の関連部門との折
衝・調整を行い、改善
案を立案し、問題解決
を図る。

当該仕事に関する国家
検定 1級程度の知識・
技能に基づき、単独ま
たは下級者を指導しな
がら行う複雑かつ困難
な製造組立的業務。

当該仕事に関する国家
検定 1級程度の知識・
技能に基づき、単独ま
たは下級者を指導しな
がら行う高度な自動機
械・プレス・射出成形
機・複雑な設備などの
運転管理およびその複
雑困難な調整・修理・
改善等の業務。

当該仕事に関する国家
検定 1級程度の知識・
技能に基づき、単独ま
たは下級者を指導しな
がら行う、最も高度な
技能業務。

自己の相当の実務経験
・実務知識や高度の専
門的知識に基づき、単
独または下級者を指導
しながら行う、複雑か
つ困難な製造管理的業
務。かなり重大なトラ
ブルに際しても生産を
円滑に推進できるよう
関連部門、対外との折
衝・調整を行い、改善
案を立案し、解決を図
る。

（出所）Y 社労働組合編『Y 社の新仕事別賃金』1986年、122～5頁

G 4

担当する業務およびそ
の関連のかなりの専門
知識・技能および自己
の実務経験に基づき、
単独または下級者を指
導しながら遂行する複
雑な業務。品質上ある
いは生産遂行上の複雑
なトラブル発生時に
も、社内外の関連部門
との折衝・調整を行い
問題解決を図る。

工程・品質・商品全般
のかなりの知識・実務
経験に基づき行う、下
級者の業務指導、機種
切換えの準備、工程の
安定化、品質トラブル
処理、複雑な修理等の
かなり複雑な業務。

当該仕事に関する国家
検定 2級程度の知識・
技能に基づき、単独ま
たは下級者を指導しな
がら行う高度な自動機
械・プレス・射出成形
等の操作調整・保全、
複雑な金型のセッティ
ング、機種切換えへの
対応、複雑なトラブル
への迅速な対応等の業
務。設備・機械の予防
保全・故障修理・機械
改善も自らの判断で行
う。

当該仕事に関する国家
検定 2級程度の知識・
技能に基づき、単独ま
たは下級者を指導しな
がら行う、高精度かつ
複雑な機械部品・金型
・自動機械等の加工・
仕上げ等の業務。

自己の実務経験・実務
知識や専門知識に基づ
き単独または下級者を
指導しながら行う、か
なり複雑な試作・治工
具検討、品質管理、生
産管理、部品・材料・
補修部品・修理品の入
出庫管理等の業務。複
雑なトラブルに際し、
生産を円滑に推進でき
るよう関連部門、対外
との折衝調整を行い、
解決を図る。

G 3

担当する業務に関する
一般的な知識・技能を
基礎に、定められた作
業手順や基準等に基づ
き、基本的には自己の
判断で遂行する比較的
広範囲なやや複雑な業
務。
品質上あるいは生産遂
行上のトラブル発生時
には、前例のある簡単
なものについては単独
で、複雑なものについ
ては、上級者の指導を
受けながら問題解決を
図る。

工程全般のかなりの知
識を基礎に各種トラブ
ルにもある程度自己の
判断で対応しながら行
う、各項目が相互に関
連する調整、やや複雑
な検査、修理等のやや
複雑な業務。

当該仕事に関する基礎
知識・技能に基づき基
本的には自己の判断で
行う、機械の操作・調
整・保全、金型のセッ
ティング、および生産
稼動効率向上推進の業
務。定期的な機械の点
検保全や簡単な修理・
改善、品質問題に対す
る的確な対応も行う。

当該仕事に関する一般
的基礎知識に基づき、
基本的には自己の判断
で行う、一般的な精度
の機械部品・金型・自
動機械等の加工・仕上
げ等の業務。

基本的には自己の判断
で行う、やや複雑な試
作・治工具検討、品質
管理、生産管理、部品
・材料・補修部品・修
理品の入出庫管理等の
業務。比較的限定され
た範囲で対外との折衝
も行う。

G 2

初歩的な知識を基礎に
定められた作業手順や
基準等に基づき行う、
比較的簡単な業務。
限られた範囲内で多少
の判断を必要とする業
務。

定められた作業手順や
基準等に基づき行う、
組立・点検・調整・検
査等の業務。

当該自動機械・プレス
・射出成形機等の初歩
知識、操作方法を習得
し、定められた業務手
順や基準等に基づき行
う、簡単な機械操作、
機械の整備点検、金型
のセッティング、簡単
なトラブル処理等の業
務。

当該機械・工作法等に
関する初歩的で簡単
な、機械部品・金型・
自動機械等の加工・仕
上げ等の業務。

定められた業務手順や
基準等に基づき行う、
定型的で簡単な量産試
作、品質管理・部品・
材料・補修部品・修理
等の入出庫管理等の業
務。

G 1

定められた作業手順に
基づき行う、ごく限ら
れた範囲の単純な反復
業務。

定められた作業手順に
基づき行う、ごく限ら
れた範囲の単純な反復
作業。

定

義

製
造
組
立
系

製
造
機
械
運
転
系

製
造
技
能
系

製
造
管
理
系

―１５７―

近
年
の
人
事
・
賃
金
制
度
改
革
（
上
）



図表 8 事務技術職の格付基準（定義と業務具体例）

G 5

高度の専門知識または
相当の経験と業務知識
に基づいて、複雑な条
件下で絶えず創意また
は判断を行いながら、
困難な業務の企画・立
案や計画の推進・調
査、高度の専門的記技
術項の調査・研究・開
発・設計または社内外
の組織や取引先などと
の困難な条件を伴う対
人折衝などを単独また
は補助者を指導しなが
ら行う業務。

・事業計画立案
高度の専門知識およ

び相当の実務経験と業
務知識に基づき、検討
立案のための資料作成
ならびに各部門間の調
整を図り事業計画の作
成、検討、分析、報告
等を行う。

・開発研究
高度の学術的知識を

もって研究グループの
一員としてまたは研究
主担当として、設定さ
れたテーマ研究を遂行
するために、文献資料
調査、他社製品調査分
析、関連部門と調査折
衝しながら長期的観点
に立った開発予測を行
い、開発推進計画を企
画すると共に、それに
基づき開発実験、実験
結果分析、評価を行
う。原理現象の追求お
よび長期的観点に立っ
た製品実用化の基礎・
応用研究をなす業務。

・購買（外作管理業務）
主として需給関係・

取引関係の変動しやす
い原材料や市販部品お
よび新規開発部品など
高度の判断を要する材
料を担当し、関係部門
や仕入先と折衝して内
外作能力の負荷調整、
長期調達計画の策定、
共栄会社助成、仕入先
の適否判断など相当に
複雑で総合判断を要す
る業務について自己の
高度の知識・経験に基
づき単独または下級者
を指導して行う。

（出所）Y 社労働組合編『Y 社の新仕事別賃金』1986年、126～8頁

G 4

特定の知識または経験
に基づき、かなり複雑
な条件下で判断をした
り、創意工夫を加えな
がら遂行しなければな
らない業務である。
相当複雑な非定型業務
の計画・推進・分析・
改善・専門技術的な調
査・研究・設計または
対人折衝などを自己の
判断で行う業務。

・決算
上司や上級者の一般
的指示のもと、かなり
深い実務経験、業務知
識に基づいて日程の立
案から決算仕訳の発
行、決算書作成および
分析、決算検討会開催
にいたる一連の決算を
行う業務。

・営業販売企画（中級）
業界全般・市場動向
について、資料情報を
収集し、マーケティン
グ手法を活用して需要
予測を行い、それに基
づき主として自己の判
断で商品別、地域別の
個別販売計画や、販売
促進計画、回収計画な
どの立案を行う。

・開発設計
テーマ担当の主導の
もとに特定開発テーマ
の一部を担当し、ポイ
ントについては上司の
指示をうける他は自
ら、文献資料の収集、
関連部門の調査分析な
どを行い開発推進計画
をたて、それに基づき
開発基本設計、製図、
試作実験、量産試作検
討を行う。

G 3

業務の手続・手順が大
体定まっているが、か
なりの範囲で思考判断
や創意工夫を必要とす
る日常または半日常的
業務である。
比較的広範囲にわたる
やや複雑な業務の手続
・手順ならびに関連分
野の知識の習得あるい
は相当期間の実務的経
験ないしは訓練を必要
とする業務。

・上級タイプ
タイピングについて
長時間の経験を有し各
種の書式・形式・基準
と理論に通じ、複雑な
原稿を脱字・誤字・余
文字などを訂正しつつ
正確に体裁よく仕上
げ、しかもタイプ国家
検定 1級以上の技能を
要する業務。

・電話交換リーダー
交換業務について長
時間の経験を有し、複
雑・高度の問い合わせ
や、苦情および微妙な
判断を要する取次に対
しても迅速・的確に処
理できる技能を有し、
交換業務のリーダーと
して下級者の技術指
導、業務調整を行う。

・出納・資金管理
企業会計の基礎知
識、関係規定、手続を
充分に取得し関連業務
を考慮しながら妥当性
を判断しつつ的確に出
納・資金管理業務を自
らの段取りで円滑に推
進する。また、仕事の
能率についても考え、
関係先に働きかけ改善
する。

・購買（契約業務） 構
造が簡単で価格・需給
関係の安定している範
囲の原材料・外注部門
について、見積書の比
較検討、類似品との価
格対比情報収集と管
理、資料の作成など定
型業務は主体的に行う
他、非定型的業務は上
司・上級者のかなり直
接的指示を受けて行う。

G 2

業務の大部分が手続・
手順・様式がほとんど
定まっている定型的日
常業務か、あるいは上
司または上級者より直
接細部的な指示・助言
を受けて遂行する非定
型的業務である。 反
復的事務が主体である
が、狭い範囲で多少の
思考判断を必要とする
業務である。
一定範囲の規定・業務
手続・手順および慣行
についての知識の習得
または多少の実務経験
ないし訓練を必要とす
る業務。

・タイプ・テレタイプ
当該業務と付随する
事務処理一切を含む業
務

・電話交換

・受付
主として玄関で行う
来客の接待、かなり込
み入った要件の連絡取
次ぎなど臨機応変の判
断、応対力を要する業
務。

・出納
定められた様式・手
続・規定などに基づき
日常経常的に発生する
現金・預金・手形の出
納・資金受払処理およ
び付随する業務を行
う。

・例月給与業務
月例の給与計算を行
うために、各人の勤怠
を処理し、各種控除金
など給与計算に必要な
データを的確に把握
し、定められた様式・
手続に基づいて EPD
処理を行う。

・受発注
営業所・セールス、
得意先から注文を受け
在庫確認をして商品転
送手配を行う。

G 1

業務の処理方法がほと
んど定まっている単純
定型的な日常業務であ
る。ごく限られた範囲
の一定の業務手続を覚
えれば処理でき、特別
の訓練を必要としな
い。
郵便物処理、印刷、複
写、簡単な伝票処理、
単純な集計業務など日
常的に処理できる業
務。

各部門共通に以下のよ
うな業務がほぼ該当す
る。
・メール
・印刷・複写
・入出門受付
・用度品の出庫
・旅費精算・入出金
などの手続
・伝票発行・照合
・作業時間集計
・勤怠集計・転記
・作業日報の作成
・図面・図書・資料
・器具の整理保管
など
主として単純な集計
・転記・記帳など比較
的幅の狭い業務の場合
である。

定

義

業
務
具
体
例
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昇
格
の
ル
ー
ル

昇
格
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
も
、
主
と
し
て
前
掲
『
Ｙ
社
の
新
仕
事
別
賃

金
』
を
参
考
に
す
る
。
羅
列
的
で
は
あ
る
が
、
基
本
的
な
情
報
の
み
次
に
示

し
て
お
く
。

（
ａ
）
大
卒
の
初
任
格
付
は
、
お
お
む
ね
Ｇ
４
（
修
士
卒
は
Ｇ
５
、
短
大
卒

は
Ｇ
２
）
で
あ
る
。
た
だ
し
入
社
二
年
目
の
一
二
月
ま
で
は
未
格
付
期
間

（
�
）

と
な
っ
て
い
る
。

（
ｂ
）
八
五
年
以
前
に
お
い
て
は
、
と
り
わ
け
技
能
職
（
現
業
職
）
に
つ

き
、
職
務
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
昇
格
出
来
な
い
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
そ
れ

以
降
は
年
次
別
管
理
を
基
礎
と
し
た
昇
格
運
用
が
行
わ
れ
て
き
た
ら
し

（
�
）

い
。

（
ｃ
）
そ
の
年
次
別
管
理
に
つ
き
、
い
わ
ゆ
る
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ト
ラ
ッ
ク
は

主
任
・
Ｈ
１
（
現
在
は
主
事
・
Ｄ
２
）
へ
昇
格
す
る
段
階
に
あ
る
と
い

う
。

（
ｄ
）
年
次
別
管
理
に
お
け
る
、
個
々
人
の
相
対
評
価
に
は
人
事
考
課
が
活

用
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
実
際
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
こ
の
資
料
か
ら
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
技
能
職

に
つ
い
て
は
、「
技
能
職
仕
事
グ
ル
ー
プ
転
換
基
準
（
担
当
仕
事
グ
ル
ー

プ
・
熟
練
度
基
準
・
転
換
訓
練
に
よ
る
適
用
）
に
基
づ
き
決
定
す
る
」

（pp.
115

）、
事
務
・
技
術
職
に
つ
い
て
は
、「
各
個
人
の
担
当
仕
事
グ
ル

ー
プ
に
よ
っ
て
決
定
す
る
」（
〃
）、
と
記
載
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
「
仕
事
グ
ル
ー
プ
」
に
対
す
る
組
合
の
こ
だ
わ
り
が
そ
こ
に
現

れ
て
い
る
も
の
と
見
て
よ
い
の
だ
ろ
う
が
、
こ
の
裏
（
経
営
側
）
に
は
、

む
ろ
ん
（
相
対
評
価
の
た
め
の
）
人
事
考
課
が
存
在
し
て
い
な
く
て
は
な

ら
な
い
。

（
ｅ
）
あ
る
い
は
そ
の
当
時
、
人
事
考
課
の
た
め
の
ツ
ー
ル
は
整
備
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
大
卒
Ｇ
４
は
、（
仕
事
が
変
わ
ら
な
く

て
も
）
最
短
で
二
年
、
標
準
的
に
は
三
年
で
Ｇ
５
に
昇
格
す
る
と
い
う
ふ

う
に
、
昇
格
に
お
け
る
年
齢
（
あ
る
い
は
勤
続
年
数
）
要
素
が
強
く
効
い

て
い
た
よ
う
で
あ
る
し
、
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ト
ラ
ッ
ク
で
あ
る
主
任
（
主

事
）
へ
の
昇
格
に
つ
い
て
も
、
そ
こ
で
あ
る
種
の
順
位
付
け
が
行
わ
れ
て

い
た
も
の
の
、
過
去
の
評
価
の
累
積
を
査
定
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
あ
ま

り
厳
密
に
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
（
以
上
は
聞
き
取

り
に
も
と
づ
く
）。

（
ｆ
）
近
年
、
こ
の
よ
う
な
年
次
別
管
理
か
ら
少
し
離
れ
た
運
用
が
な
さ
れ

て
き
て
い
る
と
い
う
。
し
か
し
、
年
次
別
管
理
自
体
も
そ
う
だ
が
、
そ
の

具
体
像
は
把
握
出
来
て
い
な
い
。

２
―
３

評
価
制
度

右
で
は
、
や
や
古
い
資
料
に
も
と
づ
い
て
叙
述
を
展
開
し
て
き
た
た
め
、

か
つ
て
の
人
事
考
課
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
と
い
う
こ
と
が
ひ

と
つ
の
論
点
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
す

で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
れ
を
把
握
す
る
た
め
の
資
料
は
手
元
に
は
な
い
。

と
は
い
え
、
当
社
で
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
い
う

目
標
管
理
制
度
が
一
九
九
八
年
に
導
入
さ
れ
、
昇
格
・
昇
給
・
賞
与
の
た
め

の
人
事
考
課
プ
ロ
セ
ス
が
、
あ
る
程
度
表
に
出
て
く
る
（
上
司
・
部
下
間
で
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共
有
さ
れ
る
）
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
れ
は
、
す
で
に
見
て
き
た
よ
う
な
、
資
格
と
実
績
に
対
し
て
支
払
わ
れ

る
刺
激
的
な
賃
金
制
度
に
よ
っ
て
特
徴
付
け
ら
れ
る
当
社
の
処
遇
制
度
を
持

続
的
に
実
効
あ
ら
し
め
る
た
め
の
工
夫
で
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

組
合
資
料
に
も
そ
れ
を
示
唆
す
る
イ
メ
ー
ジ
図
が
描
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
は
、
経
営
ニ
ー
ズ
（
経

営
基
本
方
針
・
人
事
方
針
・
事
業
計
画
）
か
ら
展
開
さ
れ
る
個
々
人
へ
の
役

割
配
分
と
、
個
人
ニ
ー
ズ
（
あ
り
た
い
自
分
・
な
り
た
い
自
分
）
か
ら
展
望

さ
れ
る
将
来
的
な
キ
ャ
リ
ア
と
の
す
り
合
わ
せ
が
行
わ
れ
る
場
で
あ
る
、

と
。
素
朴
に
考
え
れ
ば
、
そ
こ
で
は
、
年
功
に
よ
ら
な
い
厳
し
い
評
価
を
受

け
た
と
て
、「
あ
り
た
い
自
分
・
な
り
た
い
自
分
」
と
い
う
欲
求
か
ら
引
き

出
さ
れ
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
意
欲
を
も
っ
て
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
い
こ
う
と
す
る

態
度
が
称
揚
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
性
格
を
も
つ
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の

具
体
的
な
仕
組
み
を
、
次
に
紹
介
し
よ
う
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

図
表
９
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

は
「
キ
ャ
リ
ア
Ｕ
Ｐ
プ
ラ
ン
」
と
「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
プ
ラ
ン
」
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
る
。
前
者
は
、
先
の
イ
メ
ー
ジ
に
従
え
ば
、「
あ
り
た
い
自
分
・
な
り

た
い
自
分
」
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
意
欲
が
引
き
出
さ
れ
る
場
と
い
う
も
の
で
あ

ろ
う
。
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ
る
。
四
月
に
行
わ
れ
る
面

接
に
お
い
て
、
被
面
接
者
は
、（
ア
）
昨
年
度
に
担
当
し
た
テ
ー
マ
、（
イ
）

人
物
像
や
能
力
に
つ
い
て
の
自
己
評
価
、（
ウ
）
将
来
的
な
配
置
希
望
な
ど

図表 9 コミュニケーション・プログラムの概要

ターゲットプラン

成果主義の徹底

・「ターゲットプラン（目標設定～成
果確認）」を通じた「実績」の把握

・上記「実績」を、階層別分布基準に
沿って分布させることによる「実績
評価」の実施

年 3回（目標設定 4月、成果確認 9
月、実績評価 翌年 3月）

（出所）Y 社労組資料。

キャリア UP プラン

チャレンジ意欲を尊重した育成

・人物・能力の把握および将来方向の
検討

・上司による昇格検討・開発検討・配
置検討

年 1回（4月）

当該年度中に 45、50、55才に到達す
る者を対象として、節目におけるキャ
リアの棚卸（＝マイキャリアプラン）
もあわせて実施

目 的

内 容

回 数

その他
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を
シ
ー
ト
に
記
入
し
、
そ
れ
を
も
と
に
面
接
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

（
�
）

と
る
。
そ
の
際
、
面
接
者
は
、
次
の
よ
う
な
諸
事
項
を
留
意
し
て
評
価
を
行

う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
第
一
に
、
被
面
接
者
が
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
意
欲
」、

「
使
命
感
・
責
任
感
」、「
信
頼
感
」
と
表
現
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
を
備
え

た
人
物
で
あ
る
の
か
ど
う
か
。
第
二
に
、「
人
材
育
成
」、「
企
画
・
構
想

力
」、「
想
像
力
」、
等
々
の
一
般
能
力
は
ど
の
程
度
保
持
し
て
い
る
の
か
。

第
三
に
、
職
能
・
事
業
分
野
ご
と
に
求
め
ら
れ
る
専
門
能
力
の
有
無
。
こ
う

し
た
評
価
を
踏
ま
え
て
、
面
接
者
は
、
被
面
接
者
の
昇
格
、
な
ら
び
に
能
力

開
発
の
方
向
性
や
適
正
配
置
な
ど
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
。

後
者
の
「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
プ
ラ
ン
」
は
、
図
表
９
右
に
記
載
の
と
お
り
、
成

果
主
義
の
徹
底
を
図
る
た
め
の
も
の
で
、
当
期
目
標
の
設
定
（
四
月
）〜
進

捗
（
九
月
）〜
成
果
確
認
と
実
績
評
価
（
翌
三
月
）
の
手
続
き
を
踏
む
。
四

月
の
目
標
の
設
定
に
際
し
て
、
面
接
者
で
あ
る
上
司
は
、
事
業
計
画
か
ら
展

開
さ
れ
た
当
職
場
の
方
針
と
目
標
の
説
明
を
行
い
、
そ
し
て
被
面
接
者
各
々

に
期
待
さ
れ
る
役
割
を
提
示
す
る
。
被
面
接
者
は
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
当
期

の
役
割
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
べ
き
目
標
を
「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
プ
ラ
ン
」
用
の
シ
ー

（
�
）

ト
に
記
入
す
る
。
九
月
と
翌
三
月
に
も
面
談
が
行
わ
れ
る
。
被
面
接
者
は
、

九
月
に
は
中
間
的
な
達
成
度
の
自
己
評
定
を
、
翌
三
月
に
は
通
年
の
そ
れ
を

行
う
。
こ
の
際
、
設
定
し
た
目
標
以
外
の
成
果
に
つ
い
て
も
シ
ー
ト
に
記
入

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
面
接
者
は
、
こ
う
し
た
面
談
を
踏
ま
え
て
、
被

面
接
者
の
一
年
間
の
実
績
を
確
定
す
る
。
確
定
さ
れ
た
各
々
の
実
績
は
、
三

段
階
の
調
整
を
経
て
、
最
終
的
に
は
「
社
内
分
社
・
本
部
」
を
単
位
と
し
た

資
格
別
評
価
別
の
分
布
規
制
に
し
た
が
い
、
七
〜
八
ラ
ン
ク
の
範
囲
で
評
価

さ
れ
る
。
な
お
、「
社
内
分
社
・
本
部
」
が
最
終
的
な
調
整
の
単
位
と
な
っ

て
い
る
の
は
、
そ
こ
が
昇
給
原
資
、
賞
与
原
資
の
単
位
だ
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
他
の
付
随
的
な
制
度

こ
こ
で
は
、
右
の
評
価
制
度
に
関
連
す
る
付
随
的
な
制
度
を
簡
単
に
紹
介

し
て
お
き
た
い
。

第
一
に
、
Ｇ
５
〜
参
事
を
対
象
と
し
た
評
価
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
シ
ス
テ

（
�
）

ム
が
二
〇
〇
一
年
に
導
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
キ
ャ
リ
ア
Ｕ
Ｐ
プ
ラ

ン
」、「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
プ
ラ
ン
」
双
方
の
評
価
が
本
人
に
返
さ
れ
る
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
人
物
や
能
力
な
ど
に
つ
い
て
の
評
価
が
レ

ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
様
に
表
示
さ
れ
た
も
の
が
、
本
人
に
伝
え
ら
れ
る
。
そ
の

際
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
本
人
の
強
み
弱
み
を
明
確
に
表
示
し
、
前
向
き
に
努

力
し
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
加
点
的
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
う
こ
と
」
と

さ
れ
て
い
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
先
述
の
七
〜
八
ラ
ン
ク
の
範
囲
で
評
価

さ
れ
た
実
績
が
四
ラ
ン
ク
に
丸
め
ら
れ
た
も
の
が
、
参
事
は
年
俸
通
知
書

（
�
）

で
、
主
事
以
下
は
口
頭
で
伝
え
ら
れ
る
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
面
談
に
限
ら
ず
通

常
の
接
触
時
に
お
い
て
も
、「
十
分
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
部

下
の
目
標
と
そ
の
成
果
を
具
体
的
に
共
有
化
し
て
お
く
こ
と
」
だ
と
さ
れ
て

い
る
。
こ
う
し
た
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
ね
ら
い
は
、（
ア
）
チ
ャ
レ
ン
ジ
意

欲
の
喚
起
、（
イ
）
評
価
の
納
得
性
の
向
上
、（
ウ
）
上
司
の
人
材
育
成
マ
イ

ン
ド
の
醸
成
、
エ
）
能
力
開
発
目
標
の
明
確
化
、
の
四
点
に
あ
る
と
い
う
。

第
二
に
、
同
じ
く
二
〇
〇
一
年
に
導
入
さ
れ
た
「
マ
ル
チ
・
ア
セ
ス
メ
ン

ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
事
業
場
長
を
除
く
参
事
を
主
た
る

対
象
と
し
て
、
上
位
者
、
同
等
者
、
下
位
者
の
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
評
価
を
受
け
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る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
評
価
項
目
は
、（
ア
）
お
客
様
重
視
、（
イ
）
ス
ピ

ー
ド
志
向
、（
ウ
）
柔
軟
性
・
多
様
性
、
等
々
の
七
項
目
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
し
て
受
け
た
評
価
は
、
本
人
の
昇
給
評
価
、
昇
格
評
価
な
ど
に
は
反
映

さ
れ
な
い
。
ね
ら
い
は
、（
ア
）
本
人
の
気
づ
き
を
促
し
た
り
、（
イ
）
人
物

・
能
力
評
価
に
対
す
る
納
得
性
を
高
め
た
り
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
か
ら
で
あ

（
�
）

る
。こ

の
他
に
、
社
内
Ｆ
Ａ
制
度
と
も
い
う
べ
き
「
ｅ
―

チ
ャ
レ
ン
ジ
」、「
ｅ
―

ア
ピ
ー
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と
い
う
一
連
の
施
策
が
、
い
ず
れ
も
二
〇
〇
〇
年

以
降
に
導
入
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
詳
細
は
把
握
出
来
て
い
な
い
。

２
―
４

備
忘
録

先
述
の
よ
う
に
、
調
査
の
現
段
階
で
は
ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
が
多
く
、
精
粗
の
目
立
つ
記
述
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
今
後

確
認
さ
れ
る
べ
き
事
実
関
係
を
思
い
つ
く
ま
ま
に
あ
げ
て
お
き
た
い
。

漓

こ
こ
一
〇
年
間
の
当
社
処
遇
制
度
の
変
遷
は
図
表
１０
の
と
お
り
。
網
掛

け
部
分
が
本
稿
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
た
制
度
で
あ
る
。
制
度
と
い
う
の
は
言

語
と
似
て
い
て
、
共
時
的
な
機
能
分
析
は
も
と
よ
り
通
時
的
な
プ
ロ
セ
ス
の

追
跡
を
行
わ
な
け
れ
ば
、
そ
の
性
格
の
説
明
が
出
来
な
い
性
質
の
も
の
で
あ

る
。
こ
の
意
味
か
ら
す
れ
ば
、
近
年
に
お
け
る
処
遇
制
度
の
性
格
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
に
は
、
網
掛
け
以
外
の
部
分
に
つ
い
て
も
そ
の
具
体
的
な
姿
を

把
握
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
基
本
的
な
作
業
で
あ
る
。
ま

た
、
い
わ
ゆ
る
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
つ
ま
り
移
行
措
置
に
つ
い
て
も
可

能
な
限
り
押
さ
え
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

図表 10 90年代以降における Y 社の処遇制度の変遷

2004年

仕事給（30％）
実績給（70％）
＊実績給については D 2
と D 1・G 5以下で別体
系

個人配分における格差の
拡大

仕事グループ（G 1～G
5）と特称制度（主事 D
2～理事の 3階層）

2003年度からドメイン
別経営体制に→2005年
度より「社内分社・本
部」ごとの処遇制度に

2001年

基礎給（30％）
仕事給（30％）
実績給（40％）

原資の業績連動制を導入

仕事グループ（G 1～G
5）と特称制度（主任 H
2～理事の 6階層）

年次別管理による昇格運
用？
評価の透明化・オープン
化を図るための制度が導
入される

90年代

基礎給（30％）
仕事別基本給（30％）
仕事別本人給（40％）

労使交渉による原資決定

仕事グループ（G 1～G
5）と特称制度（主任 H
2～理事の 6階層）

年次別管理による昇格運
用？
98年より目標管理制度
が導入される

本給構造

賞 与

資格制度

備 考
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人
事
・
賃
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滷

管
理
職
の
処
遇
制
度
に
も
触
れ
て
お
い
た
ほ
う
が
よ
い
か
と
思
わ
れ

る
。
現
在
、
多
く
の
企
業
で
管
理
職
年
俸
制
が
導
入
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

原
資
は
企
業
業
績
や
部
門
業
績
と
リ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
は

な
い
か
。
ま
た
伝
え
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
当
期
の
総
額
支
払
原
資
か
ら

役
員
報
酬
と
組
合
員
給
与
の
総
額
を
差
し
引
い
た
も
の
が
、
管
理
職
の
年
俸

（
�
）

原
資
と
な
る
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
話
も
あ
る
。
組
合
員
が
昇
格
・
昇
進
し
た

さ
き
の
存
在
で
あ
る
管
理
職
は
、
い
ま
、
企
業
の
中
で
ど
の
よ
う
な
立
場
に

あ
る
の
か
。
彼
ら
の
処
遇
制
度
の
実
際
を
見
て
お
く
こ
と
は
、
そ
の
理
解
の

一
助
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

澆

こ
れ
は
本
文
中
に
示
唆
し
て
お
い
た
こ
と
で
も
あ
る
。
当
社
の
仕
事
基

準
に
よ
る
格
付
運
用
が
、
人
基
準
（
年
次
別
管
理
）
に
変
わ
っ
て
き
た
経
緯

は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
年
次
別
管
理
の
運
用
の
仕
方
、
ま
た

そ
の
際
の
格
付
基
準
の
変
容
（
あ
る
と
す
れ
ば
）
は
、
興
味
の
あ
る
調
査
対

象
で
あ
る
。

潺

図
表
１０
に
も
示
し
て
お
い
た
と
お
り
、
当
社
は
二
〇
〇
三
年
度
よ
り
ド

メ
イ
ン
別
経
営
体
制
へ
と
移
行
し
て
い
る
。
こ
の
ド
メ
イ
ン
別
経
営
体
制
を

一
言
で
い
う
な
ら
、
そ
れ
は
グ
ル
ー
プ
の
全
体
最
適
と
い
う
視
点
か
ら
の
事

業
領
域
の
再
編
成
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
当
社
は
従
来
コ
ア
会
社
（
本
社
）
を

ベ
ー
ス
と
し
た
分
社
政
策
を
進
展
さ
せ
て
き
た
が
、
こ
の
こ
と
が
、
近
年
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
Ｉ
Ｔ
・
デ
ジ
タ
ル
革
新
、
デ
フ
レ
の
進
行
と
い
う
情
勢
の

も
と
で
、
非
効
率
な
部
門
を
生
じ
さ
せ
、
し
た
が
っ
て
当
社
全
体
の
収
益
構

造
を
圧
迫
す
る
要
因
に
な
っ
て
い
た
。
国
内
外
の
複
数
の
市
場
に
参
入
し
て

い
る
当
社
グ
ル
ー
プ
の
事
業
の
括
り
を
最
適
化
す
る
こ
と
で
、
こ
う
し
た
事

態
に
対
処
し
よ
う
と
試
み
た
わ
け
で
あ
る
。

付
言
す
れ
ば
、
当
社
労
組
も
こ
の
事
業
再
編
に
対
応
す
る
か
た
ち
で
、
二

〇
〇
六
年
七
月
に
連
合
支
部
体
制
か
ら
単
組
体
制
へ
と
移
行
す
る
こ
と
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
分
権
化
の
経
営
上
の
ね
ら
い
や
そ
の
効
果
を
的
確
に
論
じ
る
こ

と
は
、
門
外
漢
の
筆
者
に
は
出
来
そ
う
に
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、

分
権
化
が
処
遇
制
度
に
お
よ
ぼ
す
影
響
と
い
う
こ
と
に
話
を
限
定
す
れ
ば
、

そ
れ
は
、
少
な
く
と
も
市
場
で
の
成
果
を
よ
り
直
截
的
に
「
人
」
や
「
組

織
」
に
配
分
す
る
仕
組
み
を
促
す
で
あ
ろ
う
と
い
え
る
。
実
際
、
す
で
に
述

べ
た
よ
う
に
、
賞
与
原
資
決
定
や
個
人
配
分
は
各
「
社
内
分
社
・
本
部
」
各

様
で
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
し
、
ま
た
賃
金
に
つ
い
て
も
そ
の
よ
う

な
運
用
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。
当
社
の
「
成
果
主
義
」
の
終
着
点
が
ど
こ
に

な
る
か
は
い
ま
の
と
こ
ろ
不
明
瞭
で
あ
る
が
、
こ
こ
が
そ
う
か
も
知
れ
な

い
、
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
に
お
い
て
、
分
析
の
射
程
を
そ
こ
ま
で
広
げ
て
お

い
て
も
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

編
注本

稿
の
初
出
は
『
評
論
・
社
会
科
学
』
第
七
十
八
号
（
二
〇
〇
六
年
一
月
刊
）
で

あ
る
。
同
第
七
十
八
号
が
欠
号
と
な
っ
た
た
め
に
、
本
第
八
十
号
に
再
録
す
る
も
の

で
あ
る
。

注（
１
）
石
田
光
男
『
仕
事
の
社
会
科
学
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
三
年
（pp.

180

―１６３―

近
年
の
人
事
・
賃
金
制
度
改
革
（
上
）



−182

）。

（
２
）
以
下
の
叙
述
は
、
全
て
当
社
労
組
へ
の
聞
き
取
り
調
査
に
も
と
づ
く
。

（
３
）
「
社
内
分
社
・
本
部
」
と
は
、
そ
の
名
称
ど
お
り
、
基
本
的
に
は
社
内
分
社

（
あ
る
い
は
分
社
）
と
本
社
の
機
能
部
門
（e.g.

営
業
本
部
）
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。
そ
し
て
処
遇
政
策
に
限
っ
て
い
え
ば
、
本
文
中

で
後
述
す
る
よ
う
に
、
そ
こ
に
所
属
す
る
組
合
員
の
賞
与
の
原
資
決
定
・
個

人
配
分
を
め
ぐ
り
、
当
社
労
組
の
連
合
支
部
と
交
渉
を
行
っ
て
い
る
。
な

お
、
Ｙ
社
の
労
使
関
係
は
、「
社
内
分
社
・
本
部
」
―
連
合
支
部
、
そ
の
下

部
機
構
と
し
て
事
業
場
―
支
部
、
そ
し
て
上
位
機
構
と
し
て
本
社
―
本
部
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）
Ｄ
２
の
昇
給
原
資
設
定
の
ル
ー
ル
は
不
明
。

（
５
）
同
じ
ゾ
ー
ン
内
で
も
、
グ
レ
ー
ド
が
高
ま
る
に
つ
れ
て
改
定
グ
レ
ー
ド
が
小

さ
く
な
っ
て
い
る
。

（
６
）
実
績
給
蠡
の
昇
給
運
用
の
実
際
は
不
明
。
な
お
先
述
の
と
お
り
、
二
〇
〇
一

年
か
ら
〇
三
年
ま
で
は
、
Ｄ
２
も
Ｄ
１
・
Ｇ
５
以
下
と
同
じ
積
み
上
げ
方
式

の
「
実
績
給
」
で
あ
っ
た
か
ら
、
実

績
給
蠡
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
同
じ

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
７
）
具
体
的
に
何
が
変
化
し
た
か
に
つ
い

て
は
不
明
。

（
８
）
資
格
別
評
価
別
査
定
額
は
、
お
そ
ら

く
次
の
表
の
よ
う
な
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

に
も
と
づ
い
て
決
め
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
。
升
目
内
は
実
額
表
示
。

（
９
）
こ
れ
は
本
稿
の
課
題
で
は
な
い
が
、

近
年
、
多
く
の
会
社
で
組
織
体
制
の
フ
ラ
ッ
ト
化
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と

の
意
味
を
明
確
に
す
る
に
は
、
全
体
的
な
組
織
構
造
が
い
か
に
変
化
し
た
の

か
と
い
う
こ
と
に
加
え
て
、
従
来
、
方
針
管
理
（
目
標
管
理
）
の
単
位
で
あ

っ
た
部
、
課
に
お
け
る
そ
れ
ら
の
運
用
が
、
こ
こ
で
い
う
グ
ル
ー
プ
、
チ
ー

ム
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
を
確
認
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ

ろ
う
。
む
ろ
ん
、
職
能
の
異
な
る
部
署
（e.g.

製
造
、
販
売
、
人
事
、
研
究

開
発
、
な
い
し
ラ
イ
ン
、
ス
タ
ッ
フ
）
そ
れ
ぞ
れ
の
異
同
を
押
さ
え
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
な
お
、
現
在
の
基
幹
社
員
（
管
理
職
）
に
対
す
る
人
事
・
賃

金
制
度
は
、
結
局
、
上
の
管
理
か
ら
与
え
ら
れ
る
役
割
や
成
果
に
き
わ
め
て

大
き
な
影
響
を
受
け
て
構
築
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
予

備
軍
（
組
合
員
）
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
組
合
規
制
が
辛
う
じ
て
効
い
て
い

る
、
と
い
う
の
が
私
の
印
象
で
あ
る
。

（
１０
）
担
任
と
は
製
造
現
場
で
の
み
適
用
さ
れ
る
特
称
で
あ
る
。
た
だ
し
近
年
の
作

業
方
式
の
変
化
に
と
も
な
い
、
二
〇
〇
五
年
度
か
ら
は
廃
止
さ
れ
る
予
定
に

あ
る
と
い
う
。

（
１１
）
付
言
す
れ
ば
、
職
能
資
格
制
度
を
採
用
す
る
企
業
で
は
、
必
ず
し
も
職
務
調

査
（
科
学
的
な
装
い
を
凝
ら
し
た
職
務
分
析
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
）
が
行

わ
れ
な
い
ま
ま
に
序
列
が
構
築
さ
れ
て
き
た
ふ
し
が
あ
る
の
に
対
し
、
当
社

で
は
そ
れ
が
行
わ
れ
て
き
た
（
石
田
光
男
「
書
評
：
佐
口
和
郎
・
橋
元
秀
一

編
著
『
人
事
労
務
管
理
の
歴
史
分
析
』」
日
本
労
働
研
究
雑
誌
、
二
〇
〇
三

年
一
〇
月
号
）。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
当
社
の
資
格
体
系
は
、
か
つ
て
楠

田
氏
が
提
唱
し
て
き
た
職
能
資
格
制
度
と
類
似
し
て
い
る
。

ま
た
、
当
社
で
も
技
能
職
の
職
務
調
査
に
際
し
て
適
用
さ
れ
て
き
た
点
数
法

が
、
八
六
年
に
は
分
類
法
へ
と
移
行
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
職
能

資
格
制
度
に
限
ら
ず
、
社
内
序
列
が
仕
事
基
準
か
ら
離
れ
て
い
く
時
期
が
、
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わ
が
国
の
産
業
界
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て

は
、
次
の
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。
石
田
光
男
「
十
条
製
紙
の
職
務
給
の
変

遷
（
上
）（
下
）」
同
志
社
大
学
『
評
論
・
社
会
科
学
』
四
四
、
四
五
号
、
一

九
九
二
年
。

（
１２
）
と
こ
ろ
で
職
務
給
の
定
義
は
論
者
に
よ
っ
て
様
々
な
も
の
が
あ
る
が
、
楠
田

氏
の
も
の
が
一
番
分
か
り
や
す
い
よ
う
な
気
が
す
る
。
そ
れ
は
、
楠
田
氏

が
、
職
務
給
は
当
時
の
日
本
の
慣
習
に
は
な
じ
ま
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
多

く
の
事
実
と
の
接
触
か
ら
虚
心
に
感
じ
取
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か

（
政
策
研
究
大
学
院
大
学
『
Ｃ
・
Ｏ
・
Ｅ
・
オ
ー
ラ
ル
・
政
策
研
究
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
：
楠
田
丘
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
』
二
〇
〇
三
年
）。

（
１３
）
八
五
年
以
前
の
技
能
職
（
当
時
は
現
業
職
と
呼
称
）
の
格
付
基
準
は
、
表
の

よ
う
に
「
知
識
」「
習
熟
」「
肉
体
的
負
荷
」「
精
神
的
負
荷
」
と
い
う
四
項

目
の
合
計
点
に
よ
っ
て
序
列
構
造
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
な
お
、
当
時
の
技

能
職
（
現
業
職
）
の
仕
事
グ
ル
ー
プ
体
系
は
、
Ａ
１
〜
Ａ
４
ま
で
の
四
段
階

で
あ
っ
た
。

（
１４
）
『
Ｙ
社
の
新
仕
事
別
賃
金
』
で
は
、
未
格
付
期
間
は
三
年
に
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
一
九
八
八
年
一
月
一
五
日
の
格
付
よ
り
、
現
在
の
形
に
な
っ
た

（pp.
115

）。

（
１５
）
社
内
序
列
の
仕
事
基
準
か
ら
人
基
準
へ
の
移
行
は
、
こ
の
点
か
ら
も
明
ら
か

で
あ
る
。
人
の
序
列
化
（
こ
こ
で
い
う
年
次
別
管
理
）
が
、
当
社
に
お
い
て

ど
の
よ
う
に
運
用
さ
れ
て
き
た
か
は
大
変
興
味
の
あ
る
テ
ー
マ
で
あ
り
、
詳

し
く
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
思
う
。
こ
の
こ
と
は
結
局
、
戦

前
の
慣
習
（
年
功
制
）
へ
の
揺
り
戻
し
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
戻
っ

た
先
は
、
む
ろ
ん
か
つ
て
と
同
じ
地
点
で
は
な
い
。
昇
格
に
ま
つ
わ
る
公
平

感
を
充
足
さ
せ
る
た
め
の
（
人
基
準
の
）
評
価
制
度
が
発
達
し
て
い
っ
た
こ

と
が
予
測
さ
れ
る
。
そ
れ
は
従
来
、「
頑
張
り
を
評
価
」、「
能
力
育
成
の
重

視
」
な
ど
（
す
な
わ
ち
能
力
主
義
）
と
形
容
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
の
も
の
で

あ
る
。

（
１６
）
個
人
的
な
印
象
を
述
べ
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
シ
ー
ト
は
、
組

織
の
和
を
重
視
し
て
自
己
顕
示
を
控
え
め
に
す
る
よ
う
な
人
々
に
と
っ
て
は

な
か
な
か
に
記
入
し
づ
ら
い
も
の
な
の
で
は
な
い
か
。
む
ろ
ん
、
自
分
の
能

力
に
自
信
が
も
て
な
い
人
々
に
と
っ
て
も
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
上
司
―
部

下
の
関
係
が
疎
に
な
っ
て
い
る
場
合
に
、
部
下
が
バ
イ
ア
ス
を
か
け
て
こ
の

シ
ー
ト
に
記
入
す
れ
ば
│
│
ま
た
そ
れ
を
促
す
よ
う
な
シ
ー
ト
で
も
あ
る

│
│
、
上
司
は
そ
れ
を
信
用
し
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
る
が
、
こ
れ
に
ど
う

対
処
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
い
う
よ
り
、
そ
も
そ
も
疎
慢
な
関
係
に
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お
い
て
、
部
下
の
人
物
・
能
力
評
価
を
行
う
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
上
司
に

と
っ
て
き
わ
め
て
荷
厄
介
で
緊
張
を
要
す
る
仕
事
で
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ

る
。
逆
に
密
な
関
係
の
場
合
、
年
に
一
回
襟
を
正
す
た
め
の
も
の
、
と
い
う

こ
と
以
上
に
そ
の
シ
ー
ト
が
役
立
つ
こ
と
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
１７
）
二
〇
〇
四
年
度
か
ら
、「
ポ
イ
ン
ト
制
評
価
制
度
」
と
呼
ば
れ
る
新
た
な
仕

組
み
が
導
入
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
役
割
と
成
果
を
よ
り
定
量
的
・
客
観
的
に

評
価
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
従
来
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
プ
ラ
ン
に
お

い
て
は
、
設
定
さ
れ
た
目
標
の
難
易
度
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
達
成
度
の
み

が
評
価
さ
れ
て
き
た
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
こ
の
改
定
に
よ
っ
て
、
目
標
の
難

易
度
が
定
量
的
に
評
価
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
評
価
の
納

得
性
・
透
明
性
を
高
め
る
た
め
の
取
り
組
み
が
、
同
年
度
よ
り
ド
メ
イ
ン
ご

と
の
労
使
の
「
評
価
委
員
会
」
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

（
１８
）
な
お
、
Ｇ
４
以
下
が
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
そ
こ
で
の
仕
事
は
、
評

価
が
明
確
に
出
来
る
ほ
ど
個
人
的
属
性
の
強
く
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
だ
と

い
う
。

（
１９
）
評
価
段
階
は
次
の
と
お
り
。
ト
リ
プ
ル
Ａ＝

最
高
レ
ベ
ル
、
ダ
ブ
ル
Ａ＝

高

い
レ
ベ
ル
、
Ａ＝

標
準
レ
ベ
ル
、
Ｂ＝

努
力
が
必
要
。

（
２０
）
今
の
と
こ
ろ
、
こ
の
制
度
は
本
社
で
の
み
試
験
的
に
運
用
さ
れ
て
い
る
と
い

う
。

（
２１
）
む
ろ
ん
当
社
の
話
で
は
な
い
。
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